
初見文章への準備における自己分析とマインドセット

実践背景
【問題点】

・初見の文章に臨む際に、授業でとりあげられている内容が十
二分に意識されない。
・考査と模試等の結果が乖離している（ことがある）。

【期待】
・初見の文章・問題に取り組む際の準備意識を高めること
・その結果、模試の成績にポジティブな変化が見られること

取得データおよび検証方法

・アンケート（2学期／3学期）
・「初見用スキルシート」取り組みと模試成績の比較
・ロイロノートに提出された「初見用スキルシート」

実践方法
■対象学年：高校１年生
■クラス数および対象生徒人数：１クラス（38名）
■クラスの特性：習熟度上位クラス
■実践期間：2025年9月～

以下、「ロイロノート」を活用。

・「初見用スキルシート」を作成し、演習の前に見る→演習を行う→演習後、見
た内容をふまえて実践できたかどうかを振り返ってシートをブラッシュアップ→
次の演習の前に見る…というサイクルを作る。
→自宅学習・授業・模試等で初見の文章に臨む際（直前）に、このシートを見る
習慣をつける。

・従前の「エッセンスシート」は知識・技能のまとめとして別に作成。

結果
○アンケート比較 ※６「とてもあてはまる」～１「まったくあてはまらない」の6段階、各項目の満点6.0。 ○「初見用スキルシート」例

○取り組みによる模試成績推移・比較（ベネッセ、古文漢文の得点）

．
．

考察・課題
① 「初見用スキルシート」に関して
ⅰ）質の担保・指導 ⅱ）「良い」シートの分析・確認の時間の確保 ⅲ）見返す習慣の徹底と確認の方法
ⅳ）「初見用スキル」と「To Do」の線引き

②アンケート結果に関して
そもそも各項目の2学期の数字が高かったが、比較的もとの値が低かった「記録を参照」「記録する」がプラスになっており、介入の方針について
ポジティブにとらえて良いと考えられる。

③模試成績に関して
介入を行っていない1学期 → 介入を開始した2学期 → 介入に慣れてきて実践が平常化した生徒が増えてきた3学期

で、古文漢文ともに安定した進歩がみられた。「全国平均との差の推移」を見ることで、必ずしも「習熟度上位クラスだからできた」というわけでは
ないことが確認できたと思う。理系が多い環境（31／38が理系選択）で、漢文を含む古典分野の模試成績としてはまずまずと考えられる。

④課題・反省
〇アンケートで比較した意識の「変化」が薄い。1学期（4月？）から実践していれば、もう少し変化がみえたか。
〇初見用スキルシートをブラッシュアップする過程で上書きするように指示したので、最初から今までの変遷がとらえられなかった。要修正。

2学期 3学期 差

授業内で初見の文章や問題に取り組んでいる 5.1 5.3 0.2

授業外で初見の文章や問題に取り組んでいる 3.1 2.9 -0.1

初見の文章や問題に取り組む際、何に気をつけて取り組

むべきか意識するようにしている 4.7 4.6 0.0

初見の文章や問題に取り組む際、自分がこれまでどのよ

うなミスをしてきたのか、意識するようにしている 4.2 4.3 0.1

初見の文章や問題に取り組む際、自分の取り組みについ

てまとめた記録を参照するようにしている 3.6 3.7 0.1

初見の文章や問題に取り組んだ後、どのような部分がう

まくいったのか考えるようにしている 3.9 3.9 0.0

初見の文章や問題に取り組んだ後、どのような部分がう

まくいかなかったのか考えるようにしている 4.8 4.7 -0.1

初見の文章や問題に取り組んだ後、どのような部分がう

まくいったのか記録するようにしている 2.9 3.1 0.2

初見の文章や問題に取り組んだ後、どのような部分がう

まくいかなかったのか記録するようにしている 3.9 3.9 0.0

初見の文章や問題に取り組んだ後、自分の思考をふまえ

てその後の学習に反映させている 4.1 4.2 0.2

+3.9

7-11月： +3.1 11-1月：+0.8+0.8

古文 漢文 計 古文 漢文 計 古文 漢文 計

介入クラスave 14.0 9.4 23.4 17.8 9.7 27.5 13.9 11.9 25.8

全国ave 11.1 7.6 18.7 11.3 8.4 19.7 9.1 8.1 17.2

差 2.9 1.8 4.7 6.5 1.3 7.8 4.8 3.8 8.6
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